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問 1 次の「円周率 πの値を表示するプログラム」には 2ヶ所の誤りがある。下図の実行結果と

同じ出力となるように正しく修正し、修正したソースプラグラムを印刷して提出しなさい。必ず

プログラムを実行して確かめること。(2点; 各 1点)

● 円周率 πの値を表示するプログラム report0301.c

1: #include <stdio.h>

2:

3: int main(void)

4: {

5: int pi = 3.1415926535897932385;

6:

7: printf("円周率πの値は約%fです。Yn", pi)

8:

9: return 0;

10: }

実行結果：

$ ./report0301.exe Enter

円周率πの値は約 3.141593です。

$

解答例 「円周率 πの値を表示するプログラム 」(ファイル名「report0301.c」)

1: #include <stdio.h>

2:

3: int main(void)

4: {

5: double pi = 3.1415926535897932385; ← 浮動小数点数なので「double」

6:

7: printf("円周率πの値は約%fです。Yn", pi); ← セミコロンが抜けている

8:

9: return 0;

10: }

評価基準 解答例のとおり誤りを訂正したソースプログラムであれば各 1点。



問 2 演習 1 演習 1 の「2つの複素数の和を計算するプログラム」に習って、2つの複素数

a+ b i = 1.25 + (−0.34) i ⇐⇒ a = 1.25, b = -0.34,

c+ d i = 5.2× 10−1 + 2.2× 100 i ⇐⇒ c = 5.2e-1, d = 2.2e+0

について「2つの複素数の積を計算するプログラム」 (ファイル名「report0302.c」)を作成し、

作成したソースプラグラムを印刷して提出しなさい。なお、実行結果は下図のようになる。(2点)

実行結果：

$ ./report0302.exe Enter

(1.250000 + -0.340000i) * (0.520000 + 2.200000i) = 1.398000 + 2.573200i

$

解答例 「2つの複素数の積を計算するプログラム」 (ファイル名「report0302.c」)

1: #include <stdio.h>

2:

3: int main(void)

4: {

5: double a, b, c, d;

6:

7: a = 1.25;

8: b = -0.34;

9: c = 5.2e-1;

10: d = 2.2e+0;

11:

12: printf("(%f + %fi) * (%f + %fi) = ", a, b, c, d);

13: printf("%f + %fiYn", a * c - b * d, a * d + b * c);

14:

15: return 0;

16: }

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 3 演習 1 演習 3 の「2つの 2×2行列の和を計算するプログラム」と演習 1 演習 4 の「2×2
行列の行列式の値を計算するプログラム」を参考に、2× 2行列

A =

Ã
5 6

7 8

!
⇐⇒ a[2][2] = {{5, 6}, {7, 8}}

について「2×2行列の逆行列を計算するプログラム」 (ファイル名「report0303.c」)を作成し、

作成したソースプラグラムを印刷して提出しなさい。なお、実行結果は下図のようになる。(2点)

実行結果：

$ ./report0303.exe Enter

第 1行: -4.000000 3.000000

第 2行: 3.500000 -2.500000

$

解答例 「2× 2行列の逆行列を計算するプログラム」 (ファイル名「report0303.c」)

1: #include <stdio.h>

2:

3: int main(void)

4: {

5: double a[2][2] = {{5, 6}, {7, 8}};

6: double det;

7:

8: det = a[0][0] * a[1][1] - a[0][1] * a[1][0];

9: printf("第 1行:Yt%fYt%fYn", a[1][1] / det, -1 * a[0][1] / det);

10: printf("第 2行:Yt%fYt%fYn", -1 * a[1][0] / det, a[0][0] / det);

11:

12: return 0;

13: }

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。


